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ロシアが原⼦⼒⾶⾏機（無限時間⾶⾏可能な巡航ミサイル）を開発中との憶測 
 
原⼦炉にはかなりの重量があり、その付帯設備も⼊れるととても航空機の原動⼒としては
利⽤できないのでは、と思ってしまう。確かに、昔から原⼦⼒ロケットという考え⽅があり、
こちらは核分裂を利⽤して発電した電⼒をイオン推進ロケットのエネルギー源として⽤い
るもの、あるいは、メルトダウン直前まで加熱した原⼦炉上に⽔素などのガスを通して加熱
しエネルギーを得たガスをロケットノズルから噴き出すものなど、がある。 
 
重⼒のない宇宙空間であ
り、また地上への放射能
汚染の可能性の少ない宇
宙であるから可能な話で
ある。しかし、メルトダウ
ン直前の核燃料棒のみを
考えると、⼩型軽量で重
さ当たりのエネルギー発
⽣量は⼤きい。これを利
⽤して、後者の⽅式で巡
航ミサイルを作ろうとし
ているのがロシアである
ようだ。この⽅法による
と、エンジンからの放射
性物質の拡散が避けられ
ず、このエンジンを搭載
した巡航ミサイルは地球
環境に⼤きな負の影響を
及 ぼ す こ と は 必 ⾄ で あ
る。また、⼤気中の放射性
物質の測定によりこの巡
航ミサイルが⾶⾏を続け
ているかどうかも確認さ
れ て し ま う 可 能 性 も あ
る。 



原⼦⼒ロケット、原⼦⼒⾶⾏機の⾶⾏原理については原
⼦⼒推進（YouTube,10 分番組）によくまとまっている。
右図は原⼦⼒ロケットの説明であるが、この液体⽔素の
代わりに⼤気中の空気を⽤いれば原⼦⼒⾶⾏機である。 

https://www.youtube.com/watch?v=YDcGc_YKdA4 
 
原⼦⼒⾶⾏機（Wikipedia）によると、旧ソ連では次のような開発が⾏われていた。 
ソ連も原⼦⼒⾶⾏機を開発しており、改造した Tu-95 ターボプロップ戦略爆撃機に⼩型原
⼦炉を搭載した Tu-119 で試験していた。Tu-119 は、原型の Tu-95 の搭載エンジンである
クズネツォフ NK-12 とは別に、クズネツォフ NK-14 原⼦⼒エンジンを搭載していた。実際
に⾶⾏中に原⼦炉を稼動させ、1965 年に初⾶⾏したといわれている。⼀部情報によれば 48
時間連続して原⼦炉を稼動させることに成功したとされ、乗員は被曝せず⽣還できたとい
うが、実際にはその⼤半が数年のうちに亡くなったようである。 
 
エンジンがどのようなものであるかを調べてみたが、詳細な情報にはいきあたっていない。
このターボプロップエンジン Tu-95 ターボプロップは灯油を燃料としているようである。 
Kuznetsov NK-14（Wikipedia） 
The Kuznetsov NK-14A was an onboard nuclear-powered engine which was made to be used 
on the Tupolev Tu-119 nuclear-powered aircraft, designed and built by the Soviet Kuznetsov 
Design Bureau. The design of the plane was based on a modified Tupolev Tu-95 and would 
be fitted with two Kuznetsov NK-14A nuclear-fuelled engines inboard fed with heat from a 
fuselage mounted reactor and two Kerosene-fed Kuznetsov NK-12 turboprops outboard. 
 
 
新聞記事には「ほぼ無限に⾶⾏」と記してあるので、原⼦炉を熱源とする無⼈のラムジェッ
ト⽅式である可能性が⾼い。 
 
さて、おなじ原⼦⼒⾶⾏機（Wikipedia）には次の記載もあった。国際救助隊の⾶⾏機やロ
ケットの原動⼒が原⼦⼒であることを知らなかったとは、不覚であった。 
 
1965 年にイギリスで製作された⼈形劇『サンダーバード』の作中には様々な原⼦⼒⾶⾏機
が登場している。主⼈公たちが活動に使うサンダーバード 1 号から 5 号までいずれも原⼦
⼒推進であるが、サンダーバード 2 号は⼤気圏内を⾶⾏する⼤型輸送機であった。 
 


